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お読みになったあとはいつでも手の届く所に大切に保管してください。
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1. はじめに

IF-SM/DMは複数のサラウンドモニターシステムを接続するためのカードで、フレキシブルなシステムセ
ットアップ、ルーティング、ダウンミックス、ベースマネージメントなどをすべてIF-SM/DMのインター
フェースで処理することが可能となります。

取り付け

カードの取り付けは御自分ではなさらないで下さ
い。TASCAMのサービスマンにお申し付けくだ
さいますようお願いいたします。お客さま御自身
で取り付けますと、保証書が適用されない場合が
ありますのでご注意下さい。

１.メインユニットの電源をオフにし、電源コード
をメインユニットから外します。メインユニッ
トに接続してある機器をすべて外します。

この手順をおろそかにするとメインユニットだ
けでなく他の機器も故障する恐れがあります。

2. ドライバーを使って、ブランクパネルをイン
ターフェースカード挿入スロットから取り外し
ます。留めネジはなくさないように保管してお
いてください。

注意

複数のカードを取り付ける場合は、一番上のス
ロットから順に取り付けてください。

また、既に取り付けてあるカードを取り外すと
きは、リアプレートのバインディングポストを
利用すると取り外しやすくなります。

3. 静電気防止パッケージからカードを取り出しま
す。カードの両端を掴み、部品面を上にしてス
ロットに挿入します。

カードを挿入するガイドレールがありますの
で、レールに沿って挿入して下さい。

図1.1：カードの取り付け
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1. はじめに：接続

4. カードをメインユニット内のコネクターに接続
します。無理に力をいれないように、注意しな
がら、カードの先端部分が奥のコネクターにさ
さるようにしっかり奥までカードを差し込んで
ください。

メインユニットやカードが新品の場合、少し固
い感じがするかもしれません。

5. カードに付属しているネジを使ってインターフ
ェイスカードのパネルをメインユニットのリア
パネルに取り付けます。

6. 複数のカードを取り付ける場合は、以上の手順
をカード毎に繰り返して下さい。

● カードを取り外す場合は、5本の留めネジを取
り外し、カードのリアパネルにある「引き出し
用のピン」を使ってカードを本体から取り外し
ます。どのカードをどのスロットに取り付けな
くてはいけないということはありませんが、IF-
FWカードだけは必ずスロット１に取り付けて
下さい。他のカードはどの拡張スロットに取り
付けてもかまいません。

接続

D-sub 25ピンコネクターは規定レベル+4dBu
（インピーダンス100Ω）のバランス方式のアナ
ログ接続が最大8系統まで可能です。

接続には適切な市販ケーブルを利用してください。

Pin 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

8+ 8Gnd 7– 6+ 6Gnd 5– 4+ 4Gnd 3– 2+ 2Gnd 1– NC

8– 7+ 7Gnd 6– 5+ 5Gnd 4– 3+ 3Gnd 2– 1+ 1Gnd

Pin 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

S
ig

n
al

表1-2：IF-SM/DMのアナログ出力ピン割り当て

モニターアラインメント

チャンネル毎に0.1ms単位でディレイを設定する
ことができます。トリムレベルの設定も可能です。

これらの設定はMONITOR ALIGNMENT画面で
行います。設定方法は14ページを参照してくだ
さい。

SPLのオーバーオールレベルやLFEゲインの設定
も可能です（OPERATION画面）。
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O2. カードの使い方

OPERATION

OPERATIONを選択すると以下の操作が可能とな
ります。

1. チャンネル単位のミュート

2. チャンネル単位のソロ（複数チャンネルの組合
せも可）

3. ダウンミックスのオンオフ

4. オルタネイティブ・スピーカーのオンオフ

5. 内蔵オシレータのオンオフ

6. ベースマネージメントのオンオフ

7. 2.1フォーマットへのインスタントダウンミッ
クス

8. モニタリングレベルの設定

9. SPL基準レベルの設定

図2.2：OPERATION選択時

DIGITALキーを押してSLOTサブスクリーンを選
択することにより、カードの各機能を設定するこ
とができます。

図2.1：メインサラウンドモニター画面

図は、サラウンドモニターカードがスロット2に
取り付けられている場合を示しています。

この画面の上半分には、SETUP TARGETとして
いくつかの選択項目が表示されていて、下半分に
はそれらの各項目の設定状態が表示されています。

POD4エンコーダー（１）を使って必要な項目を選
択してENTERキーを押します。

(1) この取扱説明書では、スロット2にカード
が取り付けられているものとして説明を続
けます。もしスロット１に取り付けている
場合は、POD4をPOD2に、POD3を
POD1に、それぞれ読み替えてください。
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2. カードの使い方：OPERATION

チャンネルミュート

カーソルとENTERキーを使ってMUTEを設定し
ます。また、以下のようにSHIFTキー + 数字
キーを使って個々のチャンネルのミュートを設定
できます。

図2.3：チャンネルミュートに使う
SHIFTキー + 数字キー

チャンネルをミュートすると、ディスプレイにM
の反転文字が表示されます。ミュートされていな
いチャンネルはMが反転表示されていないもので
す。

チャンネルソロ

ミュートのときと同じSHIFTキー + 数字キーを
使います（図2-3 「チャンネルミュートに使う
SHIFT キー + 数字キー」参照）。カーソルと
ENTERキーを使うこともできます。

チャンネルソロには2種類あります。一つのチャ
ンネルだけオンにするモード（EXCLUSIVE
SOLO）と、複数の選択チャンネルをオンにする
モード（MIX SOLO）です。ミュートをかけたと
きの反転「M」と同じように、画面の反転「S」
ボタンがソロにしたチャンネルを示します。

DOWN MIX（ダウンミックスオンオフ）

画面のDOWN MIXボタンでオンオフを切り替え
ます。 ダウンミックスの設定はメインサラウンド
モニター画面（図2.1）でSETUP TARGETの
DOWN MIXを選択して行います。
オルタネイティブ・スピーカー（ALT SPK）ス
イッチ、2 .1 スイッチ、オシレータ（OSC
ROUTE）スイッチのどれかがONになっている
とDOWN MIXボタンは効きません。

BASS MGT（ベースマネージメント）

画面のBASS MGTボタンでオンオフを切り替え
ます。ベースマネージメントの設定は、SETUP
TARGETのBASS MANAGEMENTを選択して
行います。
オルタネイティブ・スピーカー（ALT SPK）ス
イッチ、2 .1 スイッチ、オシレータ（OSC
ROUTE）スイッチのどれかがONになっている
とBASS MGTボタンは効きません。



SPL REFERENCE

SPLレファレンスとモニターレベルの設定を行い
ます。詳細は 1 4 ページの「MON I T O R
ALIGNMENT」を参照してください。

その他のキーの使い方

MONOキー

サラウンドモードのとき、MONOキーはDOWN
MIXで設定したダウンミックス機能のオンオフを
切り替えます。

DIMキー

DIMキーはカード出力をディマーします。ディ
マーレベルはミキサー側で設定します。
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2. カードの使い方：OPERATION

ALT SPK（オルタネイティブ・スピー
カー）

ステレオフォーマットへダウンミックスするとき、
LCチャンネルとRCチャンネルに接続してあるス
ピーカー（サラウンド用には不使用）へオーディ
オ信号を送ります。こうすることにより、接続を
やり直す必要なく大形ステレオスピーカーと小型
のステレオスピーカーを利用することができます。
ALT SPKスイッチがONになっているときはダ
ウンミックス機能は使えません。

OSC ROUTE（オシレータ信号ルー
ティング）

ミキサー内蔵のオシレータ信号をサラウンドカー
ド出力へ送ります。この場合、自動的に
EXCLISIVE SOLOに切り替わります。このスイ
ッチをオフにすると元のソロ設定に戻ります。

to 2.1

ダウンミックスモードがSTEREOで且つサラウ
ンドモードが5.1 あるいは6.1 のときにこのスイ
ッチをオンにすると、2.1にダウンミックスしま
す。当然のことながら、このスイッチがオンのと
きはダウンミックスの設定は出来ません。このス
イッチをオフに戻すと、ダウンミックスとミュー
ト状態が復元されます。

USE ST-FADER

こ の チ ェ ッ ク ボ ッ ク ス を オ ン に す る と 、
MONITOR LEVELの設定がSTEREO FADERで
操作で可能になります。
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2. カードの使い方：ROUTING

ROUTING

二つの主要機能を設定します。一つはモニタリン
グキーの設定、もう一つは各チャンネルの出力ア
サインメントです。

図2.4：ROUTING選択時の画面

モニタリングキ－

ミキサーのモニタリングセクションにある３つの
モニター選択キーの設定をここで行います。

以下のモニターソース（ステレオ）を選択するこ
とができます。

≠個々のAUXバス
≠ペアーのAUXバス
≠個々のバス
≠ペアーのバス
≠デジタル入力（1あるいは2）
≠ 2 TRアナログ入力
≠ TDIF信号（1～3）
≠ ADAT信号
≠サラウンドモニターカード以外のカード信号

LRCS、5.1、6.1のいずれかのモード時
≠サラウンドバス1～8
≠サラウンドバス9～16

≠デジタル入力（1あるいは2）
≠ TDIF信号（1～3）
≠ ADAT信号
≠サラウンドモニターカード以外のカード信号

出力ル－ティング

画面の「Line」の表示は、IF-SM/DMカードから
のアナログアウトプットラインを指します（表
1.2 「IF-SM/DMアナログ出力のピン割り当て」
参照）。

出力Lineへのアサインを自由に変更できます。
ソースはL,R,Cなどのサラウンド要素が表示され
ます。サラウンドパターンによって使われていな
い出力（図2.4 「ROUTING選択時の画面」の場
合では8番出力が使われていません）は、「-8-」
のように数字の前後にハイフンが付きます。

この設定は、ループバックルーティングには反映
されません。（図3.2 「レベルダイアグラム」参
照）
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2. カードの使い方：DOWN MIX

DOWN MIX

ダウンミックス（１）オプションでより少ないチャン
ネル数にコンバートする時の音の確認ができます。

(1) ダウンミックスとは マルチチャンネルのサ
ラウンドソースを、リスニング形態に合わ
せたチャンネル数にコンバートすることで
す。

ソースのフォーマットによってダウンミックスで
きるフォーマットには制限があります。

ソースパターン ダウンミックスできるフォーマット

6.1 5.1

2.1

Stereo

Mono

5.1 LRCS (rear phantom center)

LRCS (rear hard center)

2.1

Stereo

Mono

LRCS LRCS (rear phantom center)

Stereo

Mono

Stereo Mono

ここで選択する数値によって他の数値（ターゲッ
トバスへ入力する前にソースバス信号にかけられ
る減衰量）も変化します。

図2.5：減衰ポイントを示している
ダウンミックス画面の例

ダウンミックスポイントは反転数字で表示されま
す。

ダウンミックスポイントの値は画面下部に表示さ
れ、カーソルキー、ダイアル、ENTERキーを使
って編集することができます。

バス信号の中には、複数のアッテネータを通っ
てターゲットバスに送られるものがあります。

注意
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2. カードの使い方：DOWN MIX

6.1 → ステレオ

6.1からステレオへのダウンミックス

6.1 → モノ

6.1からモノへのダウンミックス

6.1フォーマット

6.1 → 5.1

6.1から5.1へのダウンミックス

ソース→ターゲット 単位dB（アンダーバーはデフォルト値）
CS (LC) > LS,RS –3, –4.5, –6

ソース→ターゲット 単位dB（アンダーバーはデフォルト値）
C > L,R 0, –1.5, –3, –4.5, –6
LFE > L,R –3, –6, –9, –‹

LS,RS > L,R 0, –3, –6, –‹

CS(LC) > L,R –3, –6, –9, –‹

ソース→ターゲット 単位dB（アンダーバーはデフォルト値）
C > L,R 0, –1.5, –3, –4.5, –6
LFE > L,R –3, –6, –9, –‹

LS,RS > L,R 0, –3, –6, –‹

CS(LC) > L,R –3, –6, –9, –‹

L > L
summed and attenuated (–3)

R > R

ソース→ターゲット 単位dB（アンダーバーはデフォルト値）
C > L,R 0, –1.5, –3, –4.5, –6
LS,RS > L,R 0, –3, –6, –‹

CS(LC) > L,R –3, –6, –9, –‹

図2.6：6.1 から5.1へのダウンミッ
クスパターン

6.1 → 2.1

6.1から2.1へのダウンミックス

図2.7：6.1 から2.1へのダウンミッ
クスパターン

図2.8：6.1からステレオへのダウンミック
スパターン

図2.9：6.1からモノへのダウンミックスパターン
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2. カードの使い方：DOWN MIX

5.1 → LRCS（リアハード）

5.1からハードウェアリアスピーカLRCSへのダ
ウンミックス

ソース→ターゲット 単位dB（アンダーバーはデフォルト値）
LFE > C –3, –6, –9, –‹

LEF > L,R –3, –6, –9, –‹

LS > S
summed

RS > S

ソース→ターゲット 単位dB（アンダーバーはデフォルト値）
C > L,R 0, –1.5, –3, –4.5, –6
LS, RS > L,R 0, –3, –6, –‹

図2.11：5.1からハードリアLRCSへの
ダウンミックスパターン

5.1 → 2.1 

5.1から2.1へのダウンミックス

図2.12： 5.1から2.1へのダウン
ミックスパターン

5.1フォーマット

5.1 → LRCS（リアファントム）

ファントムリアスピーカを使った5.1からLRCS
へのダウンミックス

ソース→ターゲット 単位dB（アンダーバーはデフォルト値）
LFE > C –3, –6, –9, –‹

LEF > L,R –3, –6, –9, –‹

LS > LS
summed and attenuated (–3)

RS > RS

図2.10：5.1からファントムリアLRCSへの
ダウンミックスパターン
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2. カードの使い方：DOWN MIX

LRCSフォーマット

5.1用にセットアップしたコントロールルームは、
スピーカーの接続はそのままでLRCSに対応させ
ることができます。これはLs, RsをMONO SW
によりリアファントムにする事により可能になり
ます。

デフォルトではLRCSはリアハードで、リアハー
ドバスのLS(S)は6.1モードではCSに割り当て
られます。(CSは上記5.1もードでは書かれてい
ません）

LRCS → ステレオ

LRCS からステレオへのダウンミックス

図2.14： 5.1からモノへのダウン
ミックスパターン

ソース→ターゲット 単位dB（アンダーバーはデフォルト値）
C > L,R 0, –1.5, –3, –4.5, –6
LS, RS > L,R 0, –3, –6, –‹

LEF > L,R –3, –6, –9, –‹

図2.13： 5.1からステレオへのダウン
ミックスパターン

5.1 → モノ

5.1からモノへのダウンミックス

5.1 → ステレオ

5.1からステレオへのダウンミックス

ソース→ターゲット 単位dB（アンダーバーはデフォルト値）
C > L,R 0, –1.5, –3, –4.5, –6
LEF > L,R –3, –6, –9, –‹

LS, RS > L,R 0, –3, –6, –‹

L > L
summed and attenuated (–3)

R > R

図2.15： LRCSからステレオへの
ダウンミックスパター

ソース→ターゲット 単位dB（アンダーバーはデフォルト値）
C > L,R 0, –1.5, –3, –4.5, –6
S(LS) > L,R 0, –3, –6, –‹
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2. カードの使い方：DOWN MIX

ステレオフォーマット

ステレオ→モノ

LRからモノへのダウンミックス時の減衰量は固定
です。

レフトとライトの信号は加算され、3dB減衰され
ます。

図2.18：ステレオからモノへのダウンミックス

LRCS → モノ

LRCS からモノへのダウンミックス

図2.17： LRCSからファントムリアLRCSへ
のダウンミックスパターン

ソース→ターゲット 単位dB（アンダーバーはデフォルト値）
S(LS) > L,R –3 (fixed)

図2.16： LRCSからモノへのダウン
ミックスパターン

LRCS → LRCS（ファントム）

LRCSからファントムセンターリアLRCSへのダ
ウンミックス

ソース→ターゲット 単位dB（アンダーバーはデフォルト値）
C > L,R 0, –1.5, –3, –4.5, –6
S(LS) > L,R 0, –3, –6, –‹

L > L
summed and attenuated (–3)

R > R
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2. カードの使い方：BASS MANAGEMENT

タイプ1

1. ベースマネージメント実行前にLFEチャンネル
にかけるアッテネーションを –5dB（デフォル
ト）と10dBのいずれかに設定することができ
ます。

2. サラウンドLFE信号にかけるアッテネーション
を –15dB（デフォルト）と0dBのいずれかに
設定することができます。

3. LFEチャンネル以外の全てのチャンネルに挿入
するハイパスフィルターとLFEチャンネルに挿
入するローパスフィルターのクロスオーバー周
波数を10Hz単位で40Hz（デフォルト）から
130Hzまで変えることができます。

ベースマネージメントには2種類のタイプがあり、
その選択をBASS MANAGEMENT画面で行いま
す。タイプによる違いは図2.20を参照してくだ
さい。

図2.20：5.1 と6.1におけるタイプ1とタイプ2のベースマネージメント

BASS MANAGEMENT

図2.19：BASS MANAGEMENT画面

タイプ2

2つの設定項目があります。

1. システムに挿入するハイパスフィルターとロー
パスフィルターのクロスオーバー周波数を
10Hz 単位で 40Hz（デフォルト）から
130Hzまで変えることができます。

2. LFEをON /OFFすることができます（デフォ
ルトはOFF）。
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2. カードの使い方：MONITOR ALIGNMENT

レベルトリミング
サラウンドモードでのモニタリングで重要なのは、
モニタリング位置で聞き取れる各チャンネルのレ
ベルが等しいことです。

この説明の前に、重要な注意があります。モニ
ターシステムの接続と、カードの出力設定が、
正しい事を確認してください。LFEチャンネル
を他のチャンネルに接続した場合などに、重大
な問題が発生します。

この点に関しては7ページの「ROUTING」を参
照してください。

モニターシステムの設定とキャリブレーションを
最適化する為には、ミキサー内蔵のオシレーター
のピンクノイズを使用します。

SPL（音圧）メーターも用意しておいてください。
相対レベルを設定するだけなので絶対的な精度は
必要ありません。

一般的に使われるウェイトに2種類あります。
SPLメーターで選べるようになっているはずで
す。C-ウェイトは32Hzから10kHzに渡ってむ
らのないレスポンスが得られます。A-ウェイトは
500Hzから10kHz域に有効です。フルレンジの
音楽製作にはC-ウェイトを使います。

SPLメーターは三脚に取り付けるのが１番で
す。体の反響をメーターが拾わないようにして
ください。

ヒント

注意

MONITOR ALIGNMENT

図2.21：モニターアライアメント画面
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2. カードの使い方：MONITOR ALIGNMENT

サラウンドスピーカレベルの設定

MONITOR ALIGNMENT画面のSURROUND
LEVELコントロールを使うことにより、サラウン
ドスピーカのレベルを設定することができます。

設定できるのは以下のスピーカです。

LRCS：S

5.1：LS、RS

6.1：LS、RS、CS

いずれのスピーカも1dB単位で –10dBから0dB
まで調節できます。

LFE GAIN調整

MONITOR ALIGNMENT画面のLFE GAINコン
トロールを使ってLFEチャンネルのゲインを他の
チャンネルを基準にして調整することができます。
選択されているサラウンドモードには関係なく調
整することができます。

LFE GAINは、0dBと、+6dB から +10dB
（1dB単位） まで設定できます。ゲインの必要が
ないときは0dBにしてください。

チャンネルディレイ

チャンネルにディレイをかけることによって定位
を調整したり位相歪みを除去したりすることがで
きます。

ディレイの設定は 0.1ms 単位で 0ms から
50.0msまで可能です。

詳細なディレイタイムの測定方法と修正方法の
説明はこの取扱説明書の目的ではないので省略し
ます。

ピンクノイズ信号の生成

モニタリングシステムに電源が入っていて、適当
な作業レベルに設定されていることを確認してく
ださい。

1. MONITOR/OSC/COM画面で、オシレ－タが
ピンクノイズ信号を生成するように設定しま
す。

2. レベルを設定します。SMPTE環境では-20が
アナログの規定レベルに相当します（EBUの
場合は-18）。

3. オシレータ信号をサラウンドバスへルーティン
グします（ページ６の「オシレ－タ信号のルー
ティング」参照）。

OPERATION画面のSOLOコントロールを使
って、一つのチャンネルをソロします。（OSC
ROUTEに設定するとSOLOモードは自動的に
EXCLUSIVE SOLOになります。） 6ページ
の「チャンネルソロ」を参照して下さい。

5.1モードの作業環境の場合は、C（セリフ）
チャンネルから始めます。

4. SPLメーターのレベル値を読みます。

5. 別のチャンネルをソロします。SPLメーター
を読み、必要に応じ、MONITOR ALIGNMENT
画面のTRIM値を調整します。

TRIMの値は0.1dB単位で±9.9dBの調整が
可能です。

6. 手順５を全てのチャンネルに対して繰り返し、
チャンネル間のレベル差がSPLメーターの上、
数dBになるようにします。

7. オシレータをオフにします。

ヒント
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2. カードの使い方：MONITOR ALIGNMENT

オーバーオールサラウンドレベルの設定

チャンネル間レベルの調整を終えてから
OPERATION画面でオーバーオールサラウンドレ
ベルの設定を行います。映画のサウンドトラック
の場合は85dBCに、テレビの場合は82dBC(1)に
標準化されています。音楽素材の場合はもっと高
いレベルが必要となります。

1. モニタリングシステムのレベルを下げます。

2. OPERATION 画面のSPL REFERENCEの値
を必要な基準レベルの値に設定します。

3. オシレータからのピンクノイズ信号を規定レベ
ルでサラウンドシステム（全チャンネル）へ
ル－ティングします。

4. リスニング位置でのSPLメーターの読取り値
が85dBになるようにアンプの設定を調整しま
す。

ここでPOD3を使用してモニタリングレベルを下
げる事ができます。また、可能であればモニタリ
ングレベルを上げることも出来ます。

モニターレベル調整は一時的に再生音量を調節す
る為に使用し、デジタル領域での音質劣化やクリ
ップを避けるため通常はSPL基準値と同じ値にし
ておくことを推奨します。

≠モニタリングレベルは5dB単位で0dBCから
65dBC まで、1dB 単位で 65dBC から
109dBCまで調整することができます。

≠ SPL基準レベルは1dB単位で65dBCから
109dBCまで調整することができます。

SMPTE規格では20dBのヘッドルームを設け
てあります。従って105dBまでは歪みが生じ
ないことになります。

注意

(1) dBCのCは先に触れたC-ウェイトを意味し
ます。
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3. 参考資料

ブロックダイアグラム

図3.1：ブロックダイアグラム
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3. 参考資料

レベルダイアグラム

図3.2：レベルダイアグラム
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3. 参考資料：オーディオ性能

オーディオ性能

最大レベル +20dBu -

規定レベル +4dBu -

出力インピーダンス 100 Ω -

SN比 < –100 dBu 2TR IN to MONITOR OUTPUT 1-8, Fs=48kHz

周波数特性 ±0.5 dB 20Hz - 20kHz LINE IN to MONITOR OUTPUT 1-8 @
Nominal level, Fs=48kHz

+0.5 dB/–1.5 dB 20Hz - 40kHz LINE IN to MONITOR OUTPUT 1-8 @
Nominal level, Fs=96kHz

全高周波歪み <0.008% 1 kHz, Input module [Mixer internal oscillator] to 
MONITOR OUTPUT1-8 @ Level max

ディレイ < 1.5 ms Fs = 48.0kHz, LINE to MONITOR OUTPUT1-8

< 0.75 ms Fs = 96.0kHz, Mixer internal oscillator  to 
MONITOR OUTPUT1-8

クロストーク > 90dB 1kHz, Mixer internal oscillator to MONITOR 
OUTPUT1-8 @ 0dBFs, Fs=48kHz
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